
紹介

性
の
学
問
的
研
究
も
全
く
大
屋
博
士
に
始
ま
る
。
東
　
ら
な
い
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い
。
　
門
宗
性
権
僧
正

大
寺
で
は
平
岡
定
海
氏
を
中
心
に
宗
性
上
人
研
究
会
　
は
近
代
の
名
哲
也
、
智
弁
縦
横
、
弥
天
の
徳
を
把
し
、

が
作
ら
れ
、
博
士
の
遺
稿
を
増
補
し
て
、
謄
写
版
の
　
難
清
雅
、
経
国
の
量
を
播
す
、
華
厳
・
因
明
・
倶
舎
・

「
宗
性
上
人
関
係
資
料
集
（
年
譜
）
」
　
を
逐
次
刊
行
　
法
相
砦
悉
く
研
究
し
、
精
露
な
ら
ざ
る
無
く
、
諸
宗

申
で
あ
っ
た
が
、
薪
た
に
近
習
省
の
出
版
助
成
金
の
　
の
奥
旨
兼
ね
暢
べ
て
遺
す
無
し
」
　
と
い
う
凝
然
の

交
付
を
受
け
て
今
園
の
出
版
を
見
た
の
で
あ
る
。
平
・
適
性
評
は
、
弟
子
の
師
に
対
す
る
礼
讃
ば
か
り
で
な

岡
氏
は
現
在
東
大
寺
図
書
館
主
事
と
し
て
東
大
寺
史
　
く
、
良
性
の
偉
大
さ
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
言
っ
て

の
研
究
に
秀
れ
た
業
績
を
も
つ
人
で
あ
り
、
氏
の
努
　
よ
い
。
宗
性
は
凝
然
の
師
と
し
て
震
過
し
得
な
い
と

力
に
よ
っ
て
本
書
が
二
期
さ
れ
た
こ
と
は
、
慶
び
に
　
共
に
、
深
く
輿
慶
・
智
恵
に
私
淑
し
、
熱
烈
な
弥
勒

た
え
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
仰
に
生
き
た
と
い
う
点
で
も
鎌
倉
仏
教
史
上
特
に

　
鎌
瀬
は
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
南
都
東
大
寺
の
華
厳
　
注
冒
さ
れ
る
。
彼
が
多
数
の
自
筆
著
書
を
遺
し
、
そ

教
学
の
指
導
者
と
し
て
注
巨
す
べ
き
僧
で
あ
る
。
島
　
の
点
で
は
充
分
な
研
究
素
材
が
あ
り
な
が
ら
従
来
心

地
大
等
氏
は
臨
本
仏
教
教
学
史
の
中
で
、
傾
性
の
教
　
ん
ど
研
究
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
正
確
な

学
の
特
色
と
し
て
、
華
厳
学
、
殊
に
三
密
と
満
涼
の
　
年
譜
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
為
で
も
あ
っ
た
。
そ

華
厳
学
に
関
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
、
六
会
論
門
並
　
の
意
味
か
ら
も
本
書
の
刊
行
を
契
機
と
し
て
、
宗
性

抄
を
著
し
た
こ
と
、
僧
伝
研
究
を
始
め
て
行
っ
た
こ
　
研
究
の
深
化
が
期
待
さ
れ
る
。

と
、
法
華
経
上
宮
王
義
疏
抄
を
慨
し
て
三
経
義
疏
研
　
　
本
書
は
宗
性
の
年
譜
で
、
大
日
本
史
料
の
体
裁
に

究
に
始
め
て
着
手
し
た
こ
と
、
春
華
秋
月
抄
草
を
著
　
准
じ
、
綱
島
を
立
て
、
関
係
史
料
が
掲
げ
ら
れ
て
あ

し
、
ま
た
倶
舎
・
唯
識
・
成
実
・
十
地
論
等
の
教
学
　
る
。
年
譜
で
あ
る
か
ら
、
も
し
野
性
の
教
学
の
具
体

比
較
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
を
列
挙
さ
れ
た
が
、
宗
性
　
的
検
討
を
志
す
な
ら
ば
、
直
接
原
典
に
当
ら
ね
ば
な

の
こ
れ
ら
の
業
績
は
、
そ
の
弟
子
凝
然
に
う
け
つ
が
　
ら
な
い
が
、
そ
の
為
に
は
史
料
に
東
大
等
図
書
館
の

れ
て
見
事
な
大
成
を
見
た
の
で
あ
っ
た
。
凝
然
を
南
　
滋
養
暑
を
附
す
る
配
慮
が
は
ら
わ
れ
て
い
る
。
上
巻

都
教
学
の
大
成
者
と
晃
罰
す
な
ら
ば
、
当
然
宗
性
は
　
は
嘉
顧
三
年
宗
派
一
工
六
歳
ま
で
が
収
め
ら
れ
、
中
心

そ
の
基
礎
を
築
い
た
碩
学
と
し
て
重
視
さ
れ
ね
ば
な
　
を
な
す
も
の
は
、
尊
勝
講
問
答
記
・
法
勝
寺
御
鼠

講
問
答
記
・
維
摩
会
問
答
記
な
ど
の
問
答
猛
毒
で
あ

る
。春

華
秋
月
抄
・
弥
勒
如
来
感
応
抄
な
ど
の
大
部
の
も

の
は
奥
書
を
の
み
示
し
て
あ
る
。

　
宗
性
の
著
書
に
は
裏
文
書
を
有
す
る
も
の
が
多

く
、
本
書
に
も
雄
性
が
父
藤
原
同
舎
か
ら
糊
伝
し
た

遠
江
國
榛
原
郡
質
侶
庄
関
係
の
文
書
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
他
の
も
の
は
、
直
接
宗
性
と
関
係
が
な

い
の
で
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
堀
池
春
定
心
の
編
纂

に
係
る
東
大
寺
遺
文
第
八
巻
に
は
建
保
一
二
年
か
ら
承

久
元
年
十
月
ま
で
の
宗
性
自
筆
本
の
裏
文
書
が
奴
載

さ
れ
て
い
る
か
ら
参
照
さ
れ
る
と
よ
い
。
下
巻
の
速

か
な
る
嵐
版
を
祈
っ
て
紹
介
の
筆
を
欄
く
。
　
（
A
5

判
五
四
四
頁
　
日
本
学
術
振
興
会
発
行
　
定
価
一
、

六
〇
〇
円
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
田
善
人
）

京
都
大
学
総
革
研
究
室
編

　
　
日
本
近
代
史
辞
典

　
こ
の
た
び
、
京
都
大
学
国
史
研
究
室
関
係
の
近
代

史
研
究
岩
の
手
に
よ
り
、
　
門
臼
本
近
代
史
辞
典
」
が

編
集
・
刊
行
さ
れ
た
。

　
幕
末
慕
永
・
安
政
期
か
ら
現
代
（
第
二
次
岸
内
閣
）

ま
で
の
、
致
治
・
経
済
・
社
会
∴
又
化
の
全
般
に
わ
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た
り
、
徹
底
し
た
小
項
目
主
義
に
よ
っ
て
、
お
よ
そ

　
三
三
〇
〇
項
霞
を
収
め
て
い
る
。
執
筆
者
は
京
大
だ

け
で
な
く
、
全
国
的
に
近
代
史
研
究
者
を
結
集
し
て

お
り
、
各
項
臼
は
い
ず
れ
も
年
代
と
事
実
を
明
確
に

し
、
陰
陽
暦
の
対
称
関
係
な
ど
こ
と
に
厳
密
に
さ
れ

　
て
い
る
（
た
と
え
ば
外
交
関
係
項
目
を
み
よ
）
。
　
日

本
近
代
史
の
研
究
が
近
時
と
み
に
盛
ん
に
な
り
な
が

ら
、
そ
の
学
問
と
し
て
の
歴
史
の
若
さ
か
ら
、
な
お

多
く
の
点
に
お
い
て
見
解
の
相
違
を
存
在
せ
し
め
て

　
い
る
現
状
の
も
と
で
、
こ
の
よ
う
な
事
実
そ
れ
薗
体

の
確
定
を
主
要
な
冒
的
と
し
た
辞
典
の
刊
行
は
、
ま

こ
と
に
機
を
え
た
も
の
で
あ
る
。
項
目
ご
と
に
参
考

交
替
を
掲
げ
、
執
筆
着
名
を
記
し
て
貴
任
の
駈
在
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
も
、
右
の
見
地
か
ら
み
て

適
切
な
処
置
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
辞
典
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
全

体
の
三
分
の
一
の
減
数
を
占
め
る
付
録
・
統
群
・
索

引
を
あ
げ
ね
ば
な
る
ま
い
。
付
録
に
は
、
堅
雪
累
対

、
照
表
・
初
期
官
制
沿
革
表
を
は
じ
め
、
関
治
初
期
主

要
富
職
補
任
・
元
老
・
歴
代
内
閣
・
植
民
地
長
官
・

主
要
対
外
外
交
官
・
同
駐
貝
外
交
官
・
特
殊
銀
行
・

会
社
殻
高
幹
部
・
陵
海
軍
主
要
官
職
補
任
・
占
領
軍

行
政
機
構
お
よ
び
主
要
ポ
ス
ト
補
任
等
々
全
部
で
三

七
の
一
覧
表
が
あ
る
。
明
治
主
要
新
聞
雑
誌
・
左
翼

運
動
機
関
紙
誌
一
覧
・
右
翼
団
体
系
統
図
な
ど
は
珍

し
い
も
の
で
あ
る
ゆ
統
計
は
、
人
口
・
農
・
林
・

漁
・
鉱
・
工
業
・
運
輸
・
貿
易
・
通
貨
お
よ
び
金

融
・
会
社
∴
物
価
・
労
働
・
財
政
・
教
育
・
衛
生
の

各
項
に
つ
い
て
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
あ
げ
て
い
る
。

最
後
に
、
　
本
文
・
付
録
を
通
じ
て
出
て
く
る
約
一

五
〇
〇
〇
の
件
名
・
書
名
・
人
名
の
索
引
を
作
っ
て

い
る
の
で
、
本
丈
の
記
載
と
合
せ
て
一
種
の
索
引
年

表
的
な
役
割
を
も
果
し
て
い
る
。
総
じ
て
こ
れ
ら
の

点
は
、
近
代
史
に
お
け
る
読
史
備
要
の
よ
う
な
機
能

を
果
す
も
の
と
し
て
個
人
的
な
使
用
に
甚
だ
便
利
で

あ
り
、
編
集
者
の
苦
心
の
察
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
た
だ
、
こ
れ
だ
け
の
も
の
と
し
て
は
、
索
引
の

見
出
し
（
五
十
音
順
）
が
み
に
く
い
の
が
残
念
で
あ

る
。
　
（
A
5
判
九
九
〇
頁
　
東
洋
経
済
新
報
社
発
行

定
価
一
一
、
三
〇
〇
円
）
　
　
　
　
　
（
朝
尾
直
弘
）

京
都
大
学
西
洋
史
研
究
室
編

　
　
西
洋
史
辞
典

　
京
都
大
輪
西
洋
史
研
究
室
関
係
者
約
盆
画
〇
名
が

五
年
の
歳
月
を
重
ね
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
本

来
こ
の
辞
典
が
計
画
さ
れ
た
の
は
、
　
「
読
む
」
辞
典

を
た
て
ま
え
と
し
た
大
型
の
辞
典
と
は
刷
に
、
利
用

度
の
高
い
小
項
目
生
義
の
「
引
く
辞
典
」
の
果
す
役

劉
が
、
案
外
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
と
い
う
反
省
か
ら
出
発
し
た
の
で
あ
っ
た
。

五
千
か
ら
な
る
各
項
目
は
、
単
に
歴
史
事
実
の
羅
列

で
は
な
し
に
、
歴
史
評
価
、
ア
ッ
プ
・
ド
ゥ
・
デ
…

ト
の
見
解
や
聞
題
に
お
よ
ん
で
い
て
、
歴
史
研
究
家

以
外
の
使
用
に
も
充
分
配
慮
が
加
え
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
項
目
の
選
定
に
は
と
く
に
苦
心
の
あ
と

が
う
か
が
え
る
。

　
ま
た
九
入
の
す
ぐ
れ
た
編
輯
委
員
の
緊
密
な
協
同

作
業
が
、
こ
の
種
の
辞
典
に
お
こ
り
が
ち
な
各
項
目

の
問
に
生
じ
や
す
い
不
統
一
を
最
少
限
に
く
い
と
め

て
い
る
の
は
見
事
で
あ
る
。
ま
た
各
項
9
に
付
せ
ら

れ
た
原
名
の
出
し
方
に
つ
い
て
も
苦
心
の
あ
と
が
う

か
が
わ
れ
、
印
刷
も
「
引
く
辞
典
」
と
し
て
満
足
出

来
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
付
録
と
し
て
、
人
名
・
地
名
対
称
表
、
首
長

表
、
系
図
、
科
学
史
年
表
、
行
政
区
劉
図
、
地
図
な
ど
が

っ
く
ら
れ
て
い
る
。
（
各
疇
代
、
各
地
方
の
貨
幣
の
種

類
と
そ
の
換
算
表
が
惚
け
て
い
る
の
繕
ま
れ
る
・
）

と
く
に
総
索
引
に
は
非
常
な
配
慮
が
は
ら
わ
れ
て
お

り
、
本
書
の
利
用
価
値
を
倍
加
し
て
い
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
　
（
A
5
版
約
一
〇
〇
〇
頁
　
東

京
創
元
社
発
行
　
二
、
三
〇
〇
円
）
　
（
永
井
三
明
）
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